
平成２５年１１月２６日

国 土 交 通 省

海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律

施行令の一部を改正する政令について

１．背景

平成２３年７月に行われた国際海事機関（ＩＭＯ）の第６２回海洋

環境保護委員会（ＭＥＰＣ６２）において、マルポール条約附属書Ⅵ

（船舶による大気汚染の防止のための規則）の改正案が採択され、船

舶において使用する燃料油の硫黄分の濃度について、より厳しい基準

を適用する海域として、米国カリブ海海域が追加されました。

今般、当該海域における規制が平成２６年１月１日より適用される

ことから、これを我が国において担保するため、海洋汚染等及び海上

災害の防止に関する法律施行令の所要の改正を行う必要があります。

２．概要

船舶において使用する燃料油の硫黄分の濃度について、より厳しい

基準を適用する海域として、米国カリブ海海域を追加することとする。

(第１１条の１０及び別表第５関係）

３．スケジュール

閣 議 平成２５年１１月２６日（火）

公 布 平成２５年１１月２９日（金）

施 行 平成２６年 １月 １日（水）

問い合わせ先

国土交通省総合政策局海洋政策課 総括補佐 森髙 龍平

連絡先 03-5253-8111（内線24-352）

03-5253-8267（直通）


